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メールマガジン会員募集�

ふるさと納税のお願い�

ま
れ
ま
し
た
。
　�

　
こ
の
会
は
、
旧
三
野
町
出
身
者
で
つ

く
っ
た
「
東
京
み
の
ふ
る
さ
と
会
」
で

事
務
局
長
を
務
め
た
故
磯
崎
暁
さ
ん
の

呼
び
か
け
で
設
立
準
備
が
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
意
志
を
引
き
継
ぎ
設
立
に
向

け
て
の
調
整
や
会
員
集
め
を
行
い
、
ふ

る
さ
と
へ
の
想
い
を
形
に
す
る
べ
く
「
関

東
・
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
」
が
設
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。�

　
総
会
当
日
は
、
関
東
一
円
か
ら
会
員

約
60
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。�

　
総
会
で
は
、
会
則
を
定
め
る
と
と
も

に
役
員
を
決
定
し
、
会
長
に
小
川
秀
興

さ
ん
（
詫
間
町
出
身
）
、
副
会
長
に
は

栗
本
キ
ミ
代
さ
ん
（
高
瀬
町
出
身
）
と

藤
田
貞
美
さ
ん
（
三
野
町
出
身
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。�

　
地
元
三
豊
市
か
ら
も
、
市
長
や
議
長

ら
が
駆
け
つ
け
、
ふ
る
さ
と
会
の
門
出

を
祝
い
ま
し
た
。�

　
総
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
が
開
か
れ
、

新
た
な
会
員
同
士
の
出
会
い
や
交
流
が

生
ま
れ
た
よ
う
で
、
会
場
内
で
は
讃
岐

弁
が
飛
び
交
い
、
あ
ち
こ
ち
で
談
笑
す

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。�

　
懇
親
会
の
司
会
は
詫
間
町
出
身
の
宮

武
将
吾
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
山
本
町
出
身
の
藤
川
卓
也
さ

ん
の
ラ
ッ
プ
ス
テ
ー
ジ
や
仁
尾
町
出
身

の
藤
岡
友
香
さ
ん
の
歌
も
披
露
さ
れ
、

会
場
は
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包

　
ふ
る
さ
と
会�

　
　
　
　
会
員
募
集�

�

　
関
東
・
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
で
は
、

お
互
い
の
親
睦
を
図
る
た
め
に
、
関
東

に
お
住
ま
い
の
方
を
対
象
に
会
員
を
募

集
し
ま
す
。�

　
な
お
、
ご
親
族
・
知
人
な
ど
で
関
東

に
お
住
ま
い
の
方
が
お
い
で
に
な
り
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
ふ
る
さ
と
会
の
こ

と
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

〇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　
関
東
・
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
事
務
局�

　
　
　
☎(

03)

3
2
6
4
・
6
7
5
0�

〇
三
豊
市
で
の
問
い
合
わ
せ�

　
政
策
部
政
策
課
　
☎
73
・
3
0
1
0

　
ふ
る
さ
と
会
と
三
豊
市
、
双
方
が
発

展
で
き
る
よ
う
連
携
・
協
力
し
あ
っ
て

知
恵
を
出
し
な
が
ら
楽
し
く
参
加
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
会
に
な
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。�

　
今
回
、
若
い
方
の
参
加
が
あ
り
と
て

も
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
若
い

人
に
も
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
三
豊
の
物
産
品
を
紹
介
す

る
「
ふ
る
さ
と
大
使
」
と
し
て
の
活
動

も
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
東
京
み
の
ふ
る
さ
と
会
を
平
成
17
年

に
解
散
し
て
以
来
、
三
豊
市
と
の
連
携

に
よ
り
ふ
る
さ
と
へ
の
貢
献
が
で
き
れ

ば
と
の
思
い
か
ら
、
故
磯
崎
氏
を
中
心

に
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
設
立
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
会
場
で
交

わ
さ
れ
る
讃
岐
弁
や
会
員
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
を
見
て
、
や
っ
と
そ
の
思
い
が
実

現
で
き
た
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。�

　
7
町
が
一
つ
に
な
り
市
が
生
ま
れ
た

よ
う
に
、
こ
の
ふ
る
さ
と
会
も
い
ろ
い

ろ
な
方
の
ご
努
力
に
よ
り
三
豊
市
ふ
る

さ
と
会
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。�

　
ふ
る
さ
と
三
豊
へ
の
思
い
を
一
つ
に

し
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

三
豊
市
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
ぐ
こ

と
で
お
互
い
が
発
展
す
る
よ
う
な
活
動

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
三
豊
市
は
7
町
が
集
ま
っ
て
で

き
た
市
で
す
。
お
互
い
が
お
互
い

の
良
い
と
こ
ろ
を
称
え
あ
い
な
が

ら
、三
豊
市
と
い
う
も
の
が
一
体
感

を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。�

　
香
川
県
人
会
に
も
懐
か
し
く
て

い
つ
も
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
以
上
に
こ
の
会
は
も
っ
と
も
っ

と
近
い
感
じ
が
し
ま
す
。
7
町
の

名
前
が
極
め
て
す
ら
す
ら
と
出
て

き
ま
す
し
、大
半
の
方
と
は
初
め
て

お
会
い
し
た
と
思
い
ま
す
が
、
と

て
も
懐
か
し
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。�

　
三
豊
市
で
生
ま
れ
育
っ
て
、
あ

る
い
は
重
要
な
時
期
を
過
ご
し
た

仲
間
と
し
て
、
兄
弟
の
よ
う
な
親

戚
の
よ
う
な
つ
き
あ
い
が
出
来
る

会
に
発
展
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
集

ま
っ
て
ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
む
交

流
の
場
・
助
け
合
い
の
場
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
挨
拶
要
旨
）�

　皆さんからいただいた寄附金は「ふ

るさと三豊応援基金」に積み立て、翌

年度に「ふるさとの教育、子育て支援

等に関する事業」「ふるさとの自然環

境保全に関する事業」「ふるさとの父

母のための福祉に関する事業」など6

事業で活用させていただきます。寄附

金は1件5千円から受け付け、3万円以

上ご寄附いただいた市外在住の方には、

ふるさと三豊のフルーツをお贈りしま

す。�

 市指定の「寄附申込書」に必要事項

を記入のうえ、郵便・ＦＡＸ・Eメー

ル等でお送りください。申込書は市ホ

ームページからダウンロードいただく

か、お電話いただければお送りします。

全国からの応援をお願いします。�

　申し込み・問い合わせ�

　秘書課　☎73ー3001

　知名度向上プロジェクトとして、広

く三豊市を知っていただくために、メ

ールマガジンの会員を募集しています。

登録いただくと、月1回程度三豊市か

ら旬の情報がメールで届きます。さら

に、登録いただいている方の中から、

年6回程度抽選で『みとよの“ほんま

もん”』をプレゼントします。�

　ぜひ、友人、親戚、知人の方にもご

紹介いただき登録をお願いします。�

【登録方法】下のＱＲコードを携帯電

話で読み込むと、メールアドレスが自

動入力されます。　　　　　　　　　

mitoyo1012@kk .88 is land . jp　

そのアドレスへ空メールを送信するだ

けで登録ができます。                                                     �

　問い合わせ�

　　地域振興課�
　　☎73ー3013



　
　
　
文
化
を
生
か
し
な
が
ら
更
な
る
地
域

　
　
　
の
発
展
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
を

　
　
　
宣
言�

29
日
　
香
川
県
知
事
選
挙
投
開
票�

9
月�

4
日
　
粟
島
芸
術
家
村
開
村
式
。
3
人
の
芸

　
　
　
術
家
が
島
に
滞
在
し
作
品
を
創
作�

6
日
　
財
田
で
最
高
気
温
3
7.
3
度
。
全
国

　
　
　
的
に
猛
暑
が
続
き
熱
中
症
相
次
ぐ�

18
〜
20
日
　
第
13
回
仁
尾
八
朔
人
形
ま
つ
り
。

　
　
　
い
ろ
は
丸
沈
没
場
所
か
ら
福
山
市
鞆

　
　
　
の
浦
ま
で
「
船
で
行
く
龍
馬
の
旅
」�

10
月�

1
日
　「
三
豊
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」

　
　
　
実
施
に
向
け
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

　
　
　
推
進
室
を
設
置�

4
日
　
平
成
22
年
度
事
務
事
業
外
部
評
価
報

　
　
　
告
書
が
市
長
に
提
出
さ
れ
る�

10
日
　
第
6
回
と
よ
な
か
秋
の
ま
つ
り�

17
日
　
第
9
回
や
ま
も
と
爽
郷
ま
つ
り�

24
日
　
宗
吉
瓦
窯
跡
史
跡
公
園
オ
ー
プ
ン

　
　
　
1
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
。
平
城
遷
都

　
　
　
1
3
0
0
年
祭
連
携
事
業
と
し
て
実

　
　
　
施�

11
月�

6
日
　
宝
山
湖
で
香
川
県
植
樹
祭�

12
日
　
三
豊
市
戦
没
者
追
悼
式�

21
日
　
三
豊
市
自
治
会
長
会
。三
豊
市
日
本
一

　
　
　
名
誉
賞
表
彰
式
。
三
豊
市
も
の
づ
く

　
　
　
り
大
賞
表
彰
式�

22
〜
24
日
　
韓
国
陜
川
郡
議
会
議
員
団
一
行

　
　
　
15
人
が
来
訪�

27
日
　
関
東
・
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
設
立
。

　
　
　
三
豊
市
出
身
の
関
東
在
住
者
約
60
人

　
　
　
が
発
会
式
に
参
加�

12
月�

27
日
　
ヤ
ン
グ
エ
コ
サ
ミ
ッ
ト
。
市
内
小
中

　
　
　
学
校
・
高
校
の
児
童
会
・
生
徒
会
代
表

　
　
　
が
集
ま
り
、
環
境
問
題
を
話
し
合
う�

　
　
　
協
定
書
調
印
式
。
ホ
イ
ー
ル
イ
ン
モ

　
　
　
ー
タ
ー
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
共
同

　
　
　
研
究
・
開
発
を
行
う�

16
日
　
「
三
豊
市
の
歌
」
発
表
式
典
＆
中
西

　
　
　
圭
三
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。
歌
詞
は
豊

　
　
　
中
町
の
関 

秀
明
さ
ん
作
「
七
宝
の

　
　
　
か
ぜ
」�

19
日
　
中
国
陝
西
省
三
原
県
と
の
友
好
都
市

　
　
　
提
携
調
印
式�

25
日
　
文
書
館
協
議
会
が
基
本
計
画
を
答
申�

6
月�

1
日
　
三
豊
市
中
小
企
業
振
興
基
金
事
業
補

　
　
　
助
対
象
事
業
募
集
開
始�

11
日
　
香
川
用
水
水
口
祭�

25
日
　
香
川
大
学
と
の
連
携
協
定
調
印
式
。

　
　
　
三
豊
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に

　
　
　
基
づ
く
研
究
を
行
う�

7
月�

1
日
　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

　
　
　
費
補
助
事
業
開
始�

3
日
　
映
画
「
き
な
子
〜
見
習
い
警
察
犬
の

　
　
　
物
語
〜
」
ロ
ケ
セ
ッ
ト
公
開
開
始�

4
日
　
三
豊
市
震
災
対
策
総
合
訓
練�

11
日
　
参
議
院
議
員
選
挙
投
開
票�

16
日
　
四
国
学
院
大
学
と
包
括
連
携
・
協
力

　
　
　
に
関
す
る
協
定
書
調
印
式
。
子
育
て

　
　
　
支
援
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
分
野
で
連

　
　
　
携�

17
〜
18
日
　
第
9
回
空
射
矢
ま
つ
り�

19
日
　
松
平
定
知
氏
を
迎
え
「
三
豊
の
龍
馬

　
　
　
伝
」
講
演
会�

20
〜
8
/
1
日
　
7
カ
所
で
市
長
と
市
民
対

　
　
　
話
集
会
開
始
。
地
域
審
議
会
は
休
会�

8
月�

7
日
　
第
23
回
仁
尾
竜
ま
つ
り�

14
日
　
第
39
回
た
く
ま
港
ま
つ
り�

20
日
　
中
四
国
・
瀬
戸
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
サ

　
　
　
ミ
ッ
ト
。
瀬
戸
内
海
を
囲
む
5
市
の

　
　
　
市
長
が
集
い
、
海
や
島
々
の
史
跡
・

　
2
0
1
0
年
は
ど
の
よ
う
な
1
年
で
し
た

か
。
昨
年
1
年
間
に
三
豊
市
で
起
こ
っ
た
主

な
出
来
事
を
振
り
返
り
ま
す
。
新
し
い
年
も

三
豊
市
の
知
名
度
向
上
に
向
け
、さ
ま
ざ
ま

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
き
ま
す
。�

��
1
月�

9
〜
11
日
　
市
民
の
協
力
を
得
て
集
ま
っ
た

　
　
　
張
子
虎
1
2
0
体
を
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー

　
　
　
ブ
で
展
示�

10
日
　
消
防
団
出
初
式
。
約
1,
0
0
0
人

　
　
　
が
参
加
し
て
操
法
や
一
斉
放
水
を
披

　
　
　
露�

10
日
　
成
人
式
。
全
員
平
成
生
ま
れ
の

　
　
　
8
3
8
人
の
新
成
人
誕
生�

24
日
　
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
投
開
票
。

　
　
　
横
山
市
長
が
再
選
、
議
員
26
人
決
ま

　
　
　
る
。
今
回
の
選
挙
か
ら
議
員
定
数
が

　
　
　
30
人
か
ら
26
人
に�

2
月�

18
日
　
三
豊
市
ご
み
処
理
技
術
検
討
委
員
会

　
　
　
が
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ご
み
処
理
に
つ

　
　
　
い
て
市
長
に
答
申�

3
月�

3
日
　
議
会
第
1
回
定
例
会
で
市
長
が
所
信

　
　
　
表
明
お
よ
び
平
成
22
年
度
施
政
方
針

　
　
　
を
発
表�

13
日
　
瀬
戸
内
短
期
大
学
閉
学
式
。
43
年
の

　
　
　
歴
史
に
幕�

21
日
　
N
H
K
福
岡
放
送
局
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

　
　
　
芝
崎
行
雄
氏
を
迎
え
地
球
環
境
シ
ン

　
　
　
ポ
ジ
ウ
ム�

23
日
　
建
設
経
済
部
が
豊
中
庁
舎
か
ら
高
瀬

　
　
　
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
移
転�

26
日
　
三
豊
市
知
名
度
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

 
 
 
 

　
　
　
第
１
弾
「
産
学
官
連
携
企
画
J
R
京

　
　
　
都
駅
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」�

28
日
　
宗
吉
瓦
窯
会
主
催
の
宗
吉
史
跡
ま
つ

　
　
　
り
で
「
薪
能
」
特
別
講
演
。1,
0
0
0

　
　
　
人
が
舞
を
堪
能�

31
日
　
資
源
を
総
合
的
に
循
環
利
用
す
る
シ

　
　
　
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
た
め
の
「
三
豊

　
　
　
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
が
政

　
　
　
府
バ
イ
オ
マ
ス
ニ
ッ
ポ
ン
総
合
戦
略

　
　
　
推
進
会
議
か
ら
認
定
を
受
け
、
農
林

　
　
　
水
産
省
が
公
表�

4
月�

1
日
　
三
豊
市
遺
児
年
金
支
給
事
業
4
月
か

　
　
　
ら
年
額
12
万
円
に�

1
日
　
児
童
手
当
に
変
わ
り
、
15
歳
ま
で
の

　
　
　
子
の
養
育
者
に
子
ど
も
手
当
支
給
開

　
　
　
始�

3
日
　
三
豊
市
弓
道
遠
的
道
場
開
き�

3
日
〜
4
日
　
第
25
回
　
之
丞
ま
つ
り�

24
日
　
観
光
協
会
主
催
「
お
徒
歩
で
い
く
仁

　
　
　
尾
な
つ
か
し
味
め
ぐ
り
」
開
始
（
毎

　
　
　
土
曜
日
）�

5
月�

9
日
　
三
豊
市
自
治
会
長
会�

12
日
　
香
川
高
専
詫
間
、（
株
）福
本
ボ
デ
ー

　
　
　
お
よ
び
三
豊
市
で
産
学
官
共
同
研
究

ハ
プ
チ
ョ
ン�
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�

日� 日�日�日� 月
�

月
�

12
月
�

総
務
教
育
常
任
委
員
会
�

決
算
特
別
委
員
会
・
議
会
広
報
委
員
会
�

決
算
特
別
委
員
会
�

議
会
・
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
�

決
算
特
別
委
員
会
�

議
会
運
営
委
員
会
�

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
�

ご
み
処
理
問
題
調
査
特
別
委
員
会
�

三
観
広
域
行
政
組
合
議
会
�

　
　
　
　
　
　
　
視
察
研
修
�

日� 日�日�日�日�

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
議
会

　
　
　
　
　
　
　
視
察
研
修
�

決
算
特
別
委
員
会
・
全
員
協
議
会
�

ま
ち
づ
く
り
調
査
�

　
　
特
別
委
員
会
視
察
研
修
�

議
会
・
行
財
政
改
革
調
査
�

　
　
特
別
委
員
会
視
察
研
修
�

県
市
議
会
議
長
会
県
外
合
同
視
察
研
修
�

ご
み
処
理
問
題
調
査
特
別
委
員
会
�

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
�

三
観
広
域
行
政
組
合
議
会
�

韓
国
陜
川
郡
議
員
団
来
訪
�

全
国
市
議
会
議
長
会
�

建
設
経
済
常
任
委
員
会
�

日�日�

　
臨
時
会
に
は
、
給
与
条
例
の
一

部
改
正
に
4
議
案
、
三
野
保
育
所

移
転
新
築
に
伴
う
用
地
取
得
の
1

議
案
が
提
案
さ
れ
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。
�

　
今
回
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

は
、
県
人
事
委
員
会
の
勧
告
に
基

づ
き
、
市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
・

市
議
会
議
員
の
期
末
手
当
を
減
額

す
る
と
と
も
に
、
職
員
に
関
し
て

は
、
給
与
平
均
０．１
％
、
期
末
・
勤

勉
手
当
は
年
間
０．２
カ
月
引
き
下
げ

る
も
の
で
す
。
�

　
議
案
第
１３６
号
財
産
の
取
得
は
、

現
在
の
三
野
保
育
所
に
隣
接
す
る

土
地
約
6
’4
0
0
㎡
を
8
’5
6
�

3
万
7
’1
0
0
円
で
取
得
す
る

も
の
で
す
。
�

　
11
月
22
日
か
ら
24
日
に
か
け
て
、

韓
国
陜
川
郡
議
会
の
朴
議
長
を
は

じ
め
と
す
る
議
員
団
お
よ
び
議
会

関
係
者
一
行
15
人
が
三
豊
市
を
訪

れ
ま
し
た
。
�

　
こ
れ
は
、
平
成
19
年
7
月
に
締

結
さ
れ
た
陜
川
郡
と
の
友
好
都
市

交
流
協
定
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
お
け
る
交
流
を
図
る
一

環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
�

　
初
日
の
市
議
会
へ
の
表
敬
訪
問

時
に
は
、
両
市
郡
議
長
が
将
来
に

わ
た
る
友
好
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
誓
い
合
い
、
固
い
握
手
を
交
わ

し
ま
し
た
。
2
日
目
に
は
、
市
内

の
主
た
る
施
設
の
視
察
を
行
う
な

ど
相
互
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
�

�

日�日�～�

日�日�～�日�日�～�日�日�～� 日�～�

日�日� 日�

日�

日� 日�日�日�

議
会
運
営
委
員
会
�

臨
時
会
・
議
会
広
報
委
員
会
�

議
会
運
営
委
員
会
�

ご
み
処
理
問
題
調
査
特
別
委
員
会
�

定
例
会
・
全
員
協
議
会
�

議
会
・
行
財
政
改
革
調
査
特
別
委
員
会
�

定
例
会
（
一
般
質
問
）
�

議
会
運
営
委
員
会
�

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別
委
員
会
�

総
務
教
育
常
任
委
員
会
　
　

議
会
広
報
委
員
会
�

日�日�～�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
え
つ
し

�

研
修
先
　
新
潟
県
上
越
市
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
な
し
き
し
�

研
修
先
　
茨
城
県
稲
敷
市
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
る
　
し
�

研
修
先
　
山
梨
県
都
留
市
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
か
や
し
�

研
修
先
　
埼
玉
県
深
谷
市
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
　
が
　
し
�

研
修
先
　
三
重
県
伊
賀
市
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ん
り
し
�

研
修
先
　
奈
良
県
天
理
市
�

�

議案�
第１３２号�

議案�
第１３３号�

議案�
第１３４号�

議案�
第１３５号�

議案�
第１３６号�

職員の給与に関する条例等の�
一部改正�

議会議員の議員報酬、費用弁�
償等に関する条例の一部改正�

特別職の職員で常勤のものの�
給与等に関する条例の一部改正�

教育委員会教育長の給与等に�
関する条例の一部改正�

財産の取得�

は
ぷ
ち
ょ
ん
�

▲ 湖東広域衛生管理組合
　 リバースセンターにて

▲  深谷市にて

▲  伊賀市にて

ひ
が
し
お
う
み
し
�

研
修
先
 
滋
賀
県
東
近
江
市
�

湖
東
広
域
衛
生
管
理
組
合
リ
バ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
�

研
修
先
 
石
川
県
羽
咋
市
�

羽
咋
郡
市
広
域
圏
事
務
組
合
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
、
石
川
北

部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
�

は
く
い
し
�

���ご
み
処
理
施
設
の
施
設
概
要
�

 
お
よ
び
運
営
状
況
に
つ
い
て
�

���■
研
修
概
要
　
廃
棄
物
循
環
型
社

会
を
目
指
し
、
1
市
4
町
で
可
燃

ご
み
を
固
形
燃
料
（
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
に

再
生
処
理
す
る
施
設
を
平
成
9
年

に
整
備
し
た
。
総
事
業
費
約
22
億

円
。
出
来
上
が
っ
た
固
形
燃
料
は
、

発
電
や
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
販
売
先
に

苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
�

�■
研
修
概
要
　
上
越
バ
イ
オ
マ
ス

循
環
事
業
協
同
組
合
で
家
庭
生
ご

み
を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
バ
イ
オ
ガ

ス
を
回
収
し
、
燃
料
と
し
て
利
用

す
る
た
め
の
バ
イ
オ
ガ
ス
化
施
設

を
視
察
し
た
。
現
在
の
18
分
別
に
�

�����

加
え
、
生
ご
み
だ
け
を
更
に
分
別

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ガ
ス
化

に
大
量
の
水
を
必
要
と
し
、
塩
分

を
含
む
排
水
処
理
が
課
題
で
あ
る
。
�

���　
�

■
研
修
概
要
　
ご
み
の
減
量
化
と

資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、
1
市

2
町
で
ご
み
燃
料
化
施
設
・
ご
み

資
源
化
施
設
・
管
理
棟
か
ら
な
る

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
平
成
14

年
に
整
備
し
た
。
総
事
業
費
約
60

億
円
。
燃
料
化
施
設
で
は
、
可
燃

ご
み
を
固
形
燃
料
化
し
、
能
登
地

区
12
市
町
村
で
設
置
す
る
Ｒ
Ｄ
Ｆ

セ
ン
タ
ー
で
発
電
燃
料
と
し
て
活

用
し
て
い
る
。
建
設
費
を
は
じ
め

固
形
燃
料
を
処
分
す
る
経
費
な
ど

コ
ス
ト
が
課
題
で
あ
る
。
�

����学
校
適
正
規
模
・
�

　
適
正
配
置
に
つ
い
て
�

�■
研
修
概
要
　
①
小
学
校
の
統
合

は
、
各
校
の
歴
史
・
地
域
性
・
特

性
な
ど
を
生
か
し
つ
つ
新
た
な
学

校
を
創
る
と
い
う
考
え
を
基
本
と

す
べ
き
。
ま
た
、
新
し
い
学
校
の

出
発
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
整
備
の

充
実
に
努
め
、
児
童
・
保
護
者
の

期
待
に
応
じ
る
べ
き
。
②
異
な
る

歴
史
と
特
色
を
持
つ
学
校
が
一
つ

に
な
る
こ
と
で
、
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
、
よ
り
活
性
化
し
た
学
校
が

生
ま
れ
る
と
い
う
積
極
面
に
期
待

す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
観
点

に
立
ち
、
地
域
・
保
護
者
に
理
解

を
求
め
る
べ
き
。
③
通
学
距
離
は
、

道
路
事
情
の
改
善
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
な
ど
の
交
通
手
段
の
取
り
入
れ

可
能
な
点
か
ら
、
統
廃
合
の
付
帯

事
項
と
し
て
取
り
扱
う
。
以
上
3

点
を
配
慮
し
、
稲
敷
市
で
は
旧
町

に
1
校
は
残
す
よ
う
協
議
し
た
。
�

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
概
要
�

　
お
よ
び
運
営
状
況
に
つ
い
て
�

�■
研
修
概
要
　
旧
施
設
の
老
朽
化

が
進
行
し
、
耐
震
性
や
機
能
性
が

心
配
さ
れ
て
い
た
2
給
食
セ
ン
タ

ー
と
単
独
調
理
場
の
3
施
設
を
統

合
し
、
市
内
4
小
学
校
、
3
中
学

校
へ
2
’5
0
0
食
供
給
。
調
理

場
は
ド
ラ
イ
方
式
で
衛
生
面
に
優

れ
、
吹
き
抜
け
の
2
階
か
ら
は
調

理
室
や
洗
浄
室
が
見
学
で
き
、
食

教
育
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
。
�

火
葬
場
の
施
設
概
要
に
つ
い
て
�

�■
研
修
概
要
　
建
設
の
経
緯
・
施

設
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
料
金
に

つ
い
て
は
市
民
へ
の
最
後
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
3
千
円
と
い
う
安
価

で
設
定
し
て
い
る
。（
市
民
以
外
は

10
万
円
）。
常
に
市
民
を
中
心
に
考

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
�

����公
共
施
設
の
有
効
活
用
�

　
議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
�

�■
研
修
概
要
　
平
成
16
年
に
合
併

し
、
公
共
施
設
の
管
理
運
営
費
が

財
政
的
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
現

状
の
管
理
運
営
方
法
を
見
直
し
、

平
成
21
年
度
に
土
地
・
建
物
な
ど

財
産
台
帳
の
整
備
、
平
成
22
年
度

施
設
カ
ル
テ
の
整
備
、
公
有
財
産

管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
実
施
し
て
い

る
。
平
成
19
年
3
月
議
会
で
、
全

国
初
と
な
る
、
議
会
基
本
条
例
制

定
に
よ
り
議
会
報
告
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。�

議
会
の
活
性
化
�

　
議
会
録
画
中
継
に
つ
い
て
�

�■
研
修
概
要
　
平
成
18
年
に
天
理

市
区
長
連
合
会
よ
り
、
議
員
定
数
・

議
員
報
酬
・
政
務
調
査
費
の
削
減

に
つ
い
て
市
議
会
に
申
し
入
れ
書

が
提
出
さ
れ
、
平
成
19
年
に
市
議

会
が
自
主
的
に
「
天
理
市
議
会
議

員
定
数
等
検
討
委
員
会
」
設
置
、

市
民
と
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て

「
議
員
定
数
等
を
市
民
と
共
に
語

る
集
い
」
を
開
催
す
る
。
平
成
20

年
に
は
「
議
会
改
革
推
進
特
別
委

員
会
」
設
置
、
平
成
21
年
に
、
議

会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
議

会
録
画
中
継
に
つ
い
て
も
協
議
さ

れ
、
現
在
ラ
イ
ブ
お
よ
び
録
画
配

信
を
実
施
し
て
い
る
。
�
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問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
6

農
家
の
皆
さ
ん
へ
�

一
般
�

○
農
業
・
商
業
・
工
業
・
漁
業
な
ど
事
業
を
営

ん
で
い
る
人
�

○
公
的
年
金
、
地
代
や
家
賃
の
収
入
、
不
動
産

や
株
式
売
却
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人
�

○
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
満
期
・
解
約
等
で

一
時
金
を
受
け
取
っ
た
人
な
ど
�

�給
与
所
得
者
�

　
給
与
所
得
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
年
末
調
整
で

所
得
税
の
精
算
を
し
て
い
る
の
で
、
確
定
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
次
の

人
は
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
�

○
給
与
所
得
お
よ
び
退
職
所
得
以
外
の
収
入
が

あ
る
人
�

○
2
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
�

　
農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
各
自
で
通

帳
や
帳
簿
、
出
荷
先
（
農
協
・
市
場
等
）

で
調
べ
た
農
産
物
ご
と
の
収
入
金
額
、

科
目
ご
と
の
経
費
金
額
に
よ
り
「
収
支

内
訳
書
」
を
作
成
し
、
申
告
相
談
に
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
昨
年
中
に
農
業
用

機
械
を
購
入
し
た
場
合
は
そ
の
領
収
書

等
も
併
せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
�

※
農
業
用
機
械
の
経
費
（
減
価
償
却
費
）

の
計
算
は
複
雑
な
た
め
、
収
支
内
訳

書
を
完
成
さ
せ
る
の
が
困
難
な
人
は
、

分
か
る
範
囲
ま
で
記
入
し
て
申
告
時

に
諸
帳
簿
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
�

所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の
�

○
給
与
・
退
職
所
得
や
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
、
報
酬
等
の
支
払
調
書
（
原
本
）
�

○
収
支
内
訳
書
�

※
事
業
所
得
（
営
業
、
農
業
、
不
動
産
）
の
あ

る
人
は
、
収
支
内
訳
書
が
必
要
で
す
。
�

○
配
当
証
明
書
、
公
的
年
金
以
外
の
年
金
の
支

払
調
書
、
保
険
満
期
・
解
約
等
の
一
時
金
の

支
払
調
書
、
不
動
産
の
譲
り
受
け
の
対
価
の

支
払
調
書
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
に
対
応

し
た
証
明
書
類
も
必
要
で
す
。
�

�所
得
控
除
金
額
な
ど
が
わ
か
る
も
の
�

○
生
命
保
険
料
、
損
害
保
険
料
、
個
人
年
金
保

険
料
証
明
書
、
国
民
年
金
控
除
証
明
書
�

※
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
支
払
証
明
書
は
税
務
課

お
よ
び
各
支
所
窓
口
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

支
払
証
明
書
は
市
の
申
告
相
談
へ
来
ら
れ
る

場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
税
務
署
で
申

告
さ
れ
る
人
は
こ
の
証
明
書
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。
�

○
医
療
費
の
領
収
書
�

※
医
療
費
控
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
医
療

費
の
合
計
額
を
あ
ら
か
じ
め
計
算
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
�

○
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
関
係
書
類
�

※
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

関
係
書
類
（
売
買
契
約
書
の
写
し
・
登
記
簿

謄
本
ま
た
は
抄
本
・
年
末
残
高
証
明
書
・
住

民
票
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
�

○
身
体
障
害
者
手
帳
等
�

※
障
害
者
控
除
を
申
請
さ
れ
る
人
は
、
申
告
の

際
に
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
等
の
提
示
が
必

要
で
す
。
�

※
要
介
護
4
も
し
く
は
要
介
護
5
の
認
定
を
う

け
て
い
る
人
は
、
介
護
保
険
課
お
よ
び
各
支

所
窓
口
で
発
行
さ
れ
る
「
認
定
証
明
書
」
を

申
告
の
際
に
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
障

害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�

�そ
の
他
申
告
に
必
要
な
も
の
�

○
印
鑑
�

○
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人
・
納
め
る
人
は

必
ず
本
人
名
義
の
振
替
先
金
融
機
関
の
口
座

が
分
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
納

め
る
人
に
つ
い
て
は
、
通
帳
の
届
出
印
鑑
も

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
�

※
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
原
則
と

し
て
申
告
に
来
ら
れ
た
人
の
み
の
相
談
と
な

り
ま
す
が
、
家
族
の
代
理
申
告
を
す
る
場
合

は
、
そ
の
人
の
申
告
に
必
要
な
資
料
（
源
泉

徴
収
票
な
ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
�

　
次
の
項
目
に
該
当
す
る
人
な
ど
は
、
確
定
申

告
を
す
れ
ば
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
�

�○
退
職
者
で
年
末
調
整
を
し
て
い
な
い
人
、
配

当
所
得
の
あ
る
人
、
予
定
納
税
で
所
得
税
を

納
め
過
ぎ
の
人
�

○
給
与
所
得
者
で
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、

寄
付
金
控
除
等
の
所
得
控
除
を
受
け
る
人
�

○
初
め
て
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住
宅
ロ

ー
ン
控
除
）
の
適
用
を
受
け
る
人
な
ど
�

※
給
与
・
公
的
年
金
所
得
者
で
確
定
申
告
を
す

る
人
は
『
源
泉
徴
収
票
』
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

各
種
の
保
険
料
払
込
証
明
書
や
領
収
書
と
合

わ
せ
て
、
申
告
相
談
ま
で
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。
�

■年金手帳は大切に保管しましょう�

■国民年金の給付は、3種類の基礎年金があります�

被保険者の種類� 第1号被保険者�

20歳以上60歳未満の�
自営業の人、農林漁業�
の人、学生など�

第3号被保険者�

第2号被保険者に扶養されている配偶者�

第2号被保険者�

会社員、公務員など�対 　 象 �

国民年金保険料�
【定額】15,100円�
（平成22年度）�

被保険者本人は保険料負担を要しない。�
配偶者の加入している年金の保険者が�
負担�

厚生年金保険料率 16.058％�
（平成22年9月現在）�
労使折半で保険料負担�

保 険 料 �

基礎年金の国庫負担割合については、平成21年4月1日から、それまでの1／3から�
1／2へ引き上げられました。�国庫負担�

問い合わせ　市民課　☎73-3005　善通寺年金事務所　☎0877-62-1660▼
�

老齢基礎年金�
65歳から生涯受けられます�

　日本に住む20歳から60歳未満のすべての人は国民年金に加入し、保険料を納めることになっています。�
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、万が一、病気やケガで障がいが残ったときや、一家の働き手が亡くなったとき
などに、あなたやあなたの家族を守ってくれます。ただし、加入の届け出や保険料の納め忘れがあると年金が受けられな
いこともありますので、「あの時に・・・」と後悔する前に、国民年金に加入しましょう。（20歳前に就職して厚生年金等に加
入中の人は、加入手続きは不要です）�
　学生や収入が少なく保険料の納付が困難な人の場合は「学生納付特例」や「若年者納付猶予」など保険料の支払いを
猶予する制度がありますので、市民課または各支所で国民年金の加入手続きと併せて申請してください。�

　公的年金制度では、すべての制度に共通し
て使用される基礎年金番号が用いられています。�
　国民年金や厚生年金に加入すると基礎年
金番号が記載された年金手帳が交付され、加
入記録や保険料の納付状況などがこの番号
で管理されます。年金手帳は、年金に関する
手続きの際に必要となりますので、大切に保
管してください。�

　香川県国民年金基金では、国民年金全般についての年金
相談所を開設します。お気軽にご相談ください。�

障害基礎年金�
病気やケガで障がいの状態に�
なった人が受けられます�

遺族基礎年金�
夫が亡くなったときに子どものいる�
妻または子どもが受けられます�

時 　 間 �午前10時～午後4時�

相 談 員 �

相 談 日 �

香川県国民年金基金職員�
�持 参 品 �年金手帳・預金通帳・通帳印（口座振替のため）�
�

所
得
税
の
確
定
申
告
は
　
　
　
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
�

〜
メ
リ
ッ
ト
〜
�

○
最
高
5,
0
0
0
円
の
税
額
控
除
�

○
添
付
書
類
を
省
略
可
能
�

○
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
�

○
24
時
間
い
つ
で
も
利
用
可
能
�

e-T
a
x

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp
/

e-Tax

1月27日（木）市役所西館　第3会議室�
　  28日（金）詫間福祉センター　1階�

問い合わせ� 香川県国民年金基金　　0120-65-4192

年金相談を開設します�
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ざ
ま
な
”食
生
活
不
便
“
を
感
じ
る
人
が

増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
そ
う
い
っ
た
声
に
応
え
る
た
め
に
始
め

た
の
が
、
こ
の
健
康
弁
当
宅
配
サ
ー
ビ
ス
。

旬
の
素
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
日
替
わ

り
メ
ニ
ュ
ー
は
、
毎
日
食
べ
て
も
飽
き
が

こ
な
い
上
に
、
管
理
栄
養
士
が
き
ち
ん
と

カ
ロ
リ
ー
計
算
を
し
て
い
る
の
で
、
栄
養

不
足
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
弁
当
を
配
達
す
る
の
は
「
ス
マ
イ
ル
さ

ん
」
と
呼
ば
れ
る
弁
当
宅
配
ス
タ
ッ
フ
。

ス
マ
イ
ル
さ
ん
は
、
弁
当
を
届
け
る
だ
け

で
な
く
、
話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、
体
の

調
子
を
う
か
が
っ
た
り
し
て
高
齢
者
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
す
。�

　
「
こ
れ
ま
で
、
病
院
や
施
設
の
給
食
等

で
培
っ
た
治
療
食
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
、
健
康
で
い
ら
れ
る
弁
当
を
お
届
け

し
ま
す
。
ま
た
、
お
客
さ
ま
の
声
を
聞
き

な
が
ら
”食
生
活
不
便
“
だ
け
で
な
く
す

べ
て
の
”生
活
不
便
“
の
解
消
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
次
の
事
業
展
開
を
模
索
し
て
い
ま
す
。�

　
健
康
弁
当
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
中
心

に
、
地
域
の
高
齢
者
の
見
守
り
や
健
康
維

持
の
推
進
を
図
る
株
式
会
社
ケ
ン
タ
ク
。�

　
近
年
、
急
速
な
高
齢
化
に
伴
い
、
市
内

で
も
高
齢
者
の
独
り
暮
ら
し
や
高
齢
者
だ

け
の
世
帯
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
火
を
使
っ
て
家
事
を
す
る
こ
と
の

危
険
性
や
健
康
状
態
が
悪
く
買
い
も
の
に

出
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
さ
ま

を
可
能
に
し
ま
し
た
。�

　
今
回
開
発
し
た
製
麺
機
は
、
昔
か
ら
伝

わ
る
手
打
ち
製
法
の
「
す
か
し
打
ち
」
と

い
う
、
打
ち
台
に
麺
棒
へ
巻
き
つ
け
た
麺

生
地
を
た
た
き
つ
け
な
が
ら
、
薄
く
仕
上

げ
る
技
法
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
す
。�

　
社
長
の
岡
原
さ
ん
は
「
讃
岐
の
う
ど
ん

職
人
が
何
百
年
も
伝
え
て
き
た
伝
統
の
す

か
し
打
ち
を
生
か
し
た
機
械
で
、
本
物
の

讃
岐
う
ど
ん
を
広
め
た
い
。
過
去
4
度
に

渡
る
讃
岐
う
ど
ん
ブ
ー
ム
も
あ
り
、
う
ど

ん
の
市
場
規
模
は
麺
業
界
の
中
で
も
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
う
ど
ん
の
最
先
進

地
に
な
る
に
は
、
今
こ
こ
で
原
点
に
還
っ

て
讃
岐
う
ど
ん
を
見
直
し
て
ほ
し
い
」
と

の
強
い
思
い
で
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
15
年
か
ら
は
県
立
丸
亀
高
等

技
術
学
校
か
ら
委
託
を
受
け
た
県
内
で
唯

一
の
公
的
う
ど
ん
学
校
「
さ
ぬ
き
う
ど
ん

科
」
を
開
設
し
て
お
り
、
常
に
「
本
物
」

に
こ
だ
わ
る
岡
原
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、

今
後
も
讃
岐
う
ど
ん
ブ
ー
ム
を
支
え
て
い

き
ま
す
。�

　
今
年
、
創
業
1
0
0
周
年
を
迎
え
、
讃

岐
う
ど
ん
を
中
心
に
麺
の
総
合
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
製
麺
機
の
開
発
・
販
売
を

手
が
け
る
さ
ぬ
き
麺
機
株
式
会
社
。�

　
こ
れ
ま
で
本
場
讃
岐
う
ど
ん
の
手
打
ち

製
法
に
こ
だ
わ
り
、
数
多
く
の
製
麺
機
の

開
発
を
手
が
け
、
特
に
「
冷
凍
讃
岐
う
ど

ん
」
を
大
ヒ
ッ
ト
さ
せ
た
全
自
動
製
麺
設

備
の
発
明
は
、
讃
岐
う
ど
ん
の
大
量
生
産

三
豊
市
中
小
企
業�

振
興
基
金
事
業�
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Q1　アライグマってどんな動物なの？�

　北アメリカが原産地で、日本にペットとして持ち込まれたものが逃げ出したり、捨てられたりして野性化しま
した。体長は約40～60cm、体重は4～10ｋｇで、5本の指を器用に使います。タヌキとよく似ていますが尾のし
ま模様で見分けがつきます。�
　全国的に被害が拡大しており「生態系への影響」「人への危害」「農林水産業への被害」を及ぼすもの、また
は及ぼすおそれのあるものとして『特定外来生物』に指定されています。�

Q2　なぜアライグマが問題なの？�

■雑食性で手が器用なため農作物（スイカ、トウモロコシ、桃、ブドウ、イチゴなど）を食べ荒らします。�
■家屋に侵入し天井裏に棲みつくことがあります。騒音や糞尿により天井にしみができたり、悪臭を発生したり、
　天井が破られたりすることがあります。�
■「狂犬病」「アライグマ回虫症」などの、媒介動物でもあり、人に感染するおそれのある感染症を持っている
　可能性があります。�
■平均で3～6頭の子どもを産み、繁殖率が非常に高く爆発的に増える可能性があります。�
■日本には天敵となる生物がいないため、鳥の卵や両生類等を食べたりして、日本古来の生態系を壊します。�

Q3　市内でアライグマによる被害はあるの？�

　農業被害、家屋進入被害の報告があり、平成22年度上期(4～9月)で48頭の捕獲をしています。�

Q4　市のアライグマ対策は？�

■猟友会に駆除を依頼したり、捕獲檻の設置を行っています。�
■アライグマの被害にあっている人に対して防除従事者養成講習会の開催を行っています。�
■防除従事者を対象に捕獲檻の貸出しを行っています。�
■農業被害がある場合は、購入する電気柵、捕獲檻(防除従事者)等に対して補助があります。�
　補助金の対象要件があります。詳しくはお問い合わせください。�

▲申し込み・問い合わせ　農業振興課　☎73ー3040

アライグマ防除従事者養成講習会を開催します�

　アライグマは鳥獣保護法により狩猟免許者、防除従事者�
講習会修了者でないと捕獲することができません。�
　自衛のために下記防除従事者養成講習会にお申し込みく�
ださい。受講料は無料です。�

　日　　　時　  1月31日（月）午後1時�

　場　　　所　  高瀬町農村環境改善センター3階大ホール�

　定　　　員　  50人(申し込み順)�

　内　　　容　  防除従事者に必要な知識の取得�

　申し込み期限　  1月21日（金）�



　別名「くいもん市」と呼ばれ、江戸時代
から続く大坊市。食べ物の店をはじめ農具
や植木などの昔ながらの市がずらりと並び
多くの人でにぎわいました。また、張子虎
の販売やバルーンショーもあり、子どもた
ちに人気で行列ができるほどでした。�

焼きいもおいしいなぁ�

昔ながらの市でにぎわう大坊市�

　高瀬公民館主催で地元の野菜や肉、小麦粉
などを使って、子どもたちがお好み焼きを作
りました。自分たちで作ったお好み焼きの味
は格別だったようです。�

地
元
の
食
材
で�

お
好
み
焼
き
を
焼
こ
う
！�

　三豊市勤労協の年中行事であるカーブミラ
ーの清掃が行われました。18人の参加者が豊
中・山本町の555本のカーブミラーをきれい
に磨きあげました。�

地
域
の
安
全
の
た
め�

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃�

　高瀬地域子育て支援センターに通う親子が麻部
神社で焼きいもをしました。子どもたちはドング
リの実を拾ったり森の中を駆け回ったり自然の中
で思いっきり遊んだあと、民生委員児童委員さん
が焼いた甘い焼きいもをおいしくいただきました。�

『全国訪問おはなし隊』がやってきた! 
　夢あふれるキャラバンカーにたくさんの絵本をのせて、全
国におはなしを届ける『本とあそぼう全国訪問おはなし隊』
が詫間町図書館にやってきました。魅力あふれるたくさんの
絵本や児童書に、参加した子どもたちは夢中になっていました。�

仁尾カルタ大会で歴史を学ぶ�
　仁尾町図書館・公民館まつりが仁尾町文化会館で開催さ
れました。吹奏楽の演奏やクリスマスリース・風車づくり
のほか、仁尾カルタ大会では、参加した子どもたちが郷土
の魅力を再確認しながらカルタ遊びを楽しみました。�

映画「きな子」ドッグトレーナートークショー�
　映画「きな子～見習い警察犬の物語～」のドッグトレーナー宮
忠臣さんのトークショーが行われ、『ゆっくりゆったりゆたかな時
間～犬と私のスローライフ』と題して、女優犬きな子との生活の
中で見つけた自分の人生を楽しく話してくれました。�

香
川
西
高
サ
ッ
カ
ー
部�

全
国
選
手
権
大
会
へ�

市内の自治会長が集う� アルミ缶を集めて車いすを寄贈�

　三豊市自治会長会・日本一名誉賞表彰式・ものづくり大賞表
彰式をマリンウェーブで行いました。自治会長会では、自治会
連合会長、議長のあいさつに始まり、市長報告では「三豊市知
名度向上プロジェクト」の取り組みについて説明しました。�

　上高瀬小学校の児童会役員が社会福祉協議会高瀬支所を訪
れ、車いす5台を寄贈しました。同校では、児童会が中心と
なって週2回アルミ缶回収を行い、福祉に役立ててほしいと
車いすを購入して寄贈しました。�

　第1回平城遷都1300年祭連携事業として、講師に帝
塚山学院大学の中尾芳治氏を迎えて「掘立柱・板ぶき
宮殿から礎石建・瓦ぶき宮殿へ」と題した講演会が行
われ、参加者は古都の歴史に思いをはせていました。�

平城遷都1300年祭連携事業講演会�　全国少年少女チャレンジ創造コンテスト全
国大会に出場する少年少女発明クラブのチー
ム「エルドラゴ」の岩倉紳之介くん、大西京
介くん、近石留粋くんが、大会を前に市長を
表敬訪問し、自慢のマシンを披露しました。�

自
慢
の
マ
シ
ン
で
全
国
大
会
へ�

　
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
県
予
選
を
5
年
連
続
6
度
目
の

優
勝
で
制
し
た
香
川
西
高
等
学
校

サ
ッ
カ
ー
部
が
、
市
長
を
表
敬
訪
問
。

「
三
豊
市
の
代
表
と
し
て
、
去
年
以

上
の
成
績
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り

ま
す
」
と
力
強
く
全
国
大
会
で
の

活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。�

　
生
ご
み
0
作
戦
で
育
て
た
野
菜
の
収
穫
が
笠
田
高
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
生
ご
み
に
含
ま
れ
る
菌
の
生
命
力
を
活
用
し
た
土
で
育
て
た

野
菜
は
、
通
常
よ
り
ひ
と
回
り
大
き
く
成
長
。
参
加
者
は
、
生
ご
み

を
た
い
肥
に
す
る
活
動
に
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。�

ゼ
ロ�

『
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で
生
ご
み
0
作
戦
』の
野
菜
を
収
穫�

ゼ
ロ�



三豊市ものづくり大賞表彰式� 日本一名誉賞表彰式�
　平成22年度三豊市日本一名誉
賞表彰式がマリンウェーブで行
われました。過去1年間にさま
ざまな分野で日本一に輝いた方へ、
表彰状と記念品が贈られました。
表彰されたのは次の方々です。

（表彰順・敬称略）�

　山本町神田地区の団体が協力して、今年も立石山登山
道に生い茂った草や小枝、落ち葉などを取り除くなど整
備を行いました。登山道整備を始めて3年目、立石山に
安心して登れるように毎年この時期に整備を行っています。�

立石山登山道をボランティア清掃�

冨田　将吾　第21回全日本ロボット相撲全国大会（自立型の部）優勝
三豊工業高等学校　チーム「ＭＩＴＯＹＯ」�
　第5回高校生ロボットアメリカンフットボール全国大会　優勝�
石角　尚義　第61回中日写真展（第2部）文部科学大臣賞�
星川恵利奈　第7回全日本実業団富士山ヒルクライムロードレース
　　　　　　大会（ＦＲの部）　優勝�
香川高等専門学校詫間キャンパス�
　時の甲子園in小金井 技術コンテスト　グランプリ�
丸岡　守　キングレコード吟詠コンクール全国決勝大会　優勝�
高瀬高等学校カヌー部　山下 力也・村上 弘記�

　第65回国民体育大会カヌー競技（少年男子カヤックペア200m）優勝�
高瀬高等学校カヌー部　多田羅英花・多田羅彩花�
　　　　　　　　　　　渡辺由希音・大西くるみ�
　第65回国民体育大会カヌー競技（少年女子カヤックフォア200m）優勝�
香川高等専門学校詫間キャンパス�
　全国高等専門学校第21回プログラミングコンテスト（自由部門）
　最優秀賞・文部科学大臣賞�
後藤　美子　第62回全国理容競技大会（メッセージ部門）優勝・厚生労働大臣賞�
上小ふるさとの会�
　平成22年度文部科学大臣表彰　学校安全ボランティア活動奨励賞�

　平成22年度三豊市ものづくり大賞表彰式が行われ、も
のづくりで功績のあった企業を表彰し、広くものづくり
の成果を披露してその功績を称えました。�

大
　
　
賞
　�

株
式
会
社 
丸
善�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
野
町
大
見
）�

特
別
賞�

有
限
会
社 

グ
ラ
ン
ド
ウ
ェ
イ
ブ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
町
辻
）�

「テンキーパーAg（銀ゼオライト�
の特徴を利用した抗菌加工技術）」�

「オーダープレミアムバッグ」�
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内  　容�講座（選択・必須）� 日  　時�

日程および研修カリキュラム�

2月 7日（月）10:00～11:00�

2月 7日（月）11:15～12:15�

2月14日（月）10:00～11:00�

　�

2月13日（日）10:00～11:00�

2月21日（月）10:00～11:30�

3月 5日（土）10:00～11:30�

3月12日（土）10:00～11:30�

　�

2月13日（日）11:15～12:15�

3月 7日（月）10:00～11:00�

3月14日（月）10:00～11:00

「学童保育ボランティア指導者養成研修」�

申し込み・問い合わせ　子育て支援課　☎73―3016▼
�

募 集 人 員 � 30人（先着順）�

会 　 　 場 � 四国学院大学�
※市役所（高瀬庁舎）よりバスで送迎します�

受 講 資 格 � 市内在住の概ね50歳以上の健康な人�
合計6講座以上の受講が可能な人�
�

受  講  料 � 無料�

申し込み期間� 1月11日（火）～21日（金）�

　子どもの心や体のこと、遊びや安全について学び、キッズサポーターとして市内各小学校区で実施している放
課後児童クラブで、地域の子どもたちと一緒に活動してみませんか。�
　市内各地域で遊び体験を通して、子どもたちの健康づくりの担い手となるシニアボランティア指導者の育成を
図り、子どもたちとの世代間交流の場づくりを進めるための指導者養成研修を行います。�
　この研修は、四国学院大学と市の連携協力事業の一環として行い、同大学の協力のもと、キャンパス内の施設を
利用して実施します。�

受講者�募集�

受講者�募集�

場
　
所
�
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
1
階
玄
関
ロ
ビ
ー
�

日
　
時
�
1
月
21
日（
金
）〜
31
日（
月
）�

午
前
9
時
〜
午
後
6
時
�

※
25
日（
火
）は
休
館
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
人
権
課
　
☎
73
・
3
0
0
8

▼
�問
い
合
わ
せ
�

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
�

☎
62
・
1
1
1
5

▼
問
い
合
わ
せ
　
�

　
三
豊
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　

☎
73
・
3
0
0
0

少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

相
談
電
話
☎
62
・
1
1
1
6

し
ん
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
き
ゅ
う
�

　
今
月
は
、三
豊
市
青
少
年
健
全
育

成
市
民
会
議
が
募
集
し
た
22
年
度
「
家

族
ふ
れ
あ
い
」「
あ
い
さ
つ
運
動
」
の

優
秀
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。�（
敬
称
略
）�

　
三
豊
市
人
権
教
育
教
材
「
人
権
」（
中
学
1
年
生
用
）の
中
に
、

江
口
い
と
さ
ん
の
書
い
た
「
人
の
値
う
ち
」
と
い
う
詩
が
載
っ
て

い
ま
す
。
江
口
さ
ん
は
、部
落
差
別
を
は
じ
め
、あ
ら
ゆ
る
差
別

を
な
く
す
る
た
め
に
、2
0
0
9
年
96
歳
で
亡
く
な
る
ま
で
、講

演
や
詩
作
な
ど
を
中
心
に
活
躍
し
て
き
た
人
で
す
。�

　
詩
の
な
か
で
、江
口
さ
ん
は『
ど
う
や
ら
人
の
値
う
ち
は
、・・・
で

決
ま
る
ら
し
い
』
と
言
い
ま
す
。「
・・・
」
の
と
こ
ろ
に
は
「
着
物
」

「
肩
書
き
」「
学
歴
」「
生
ま
れ
た
所
」
の
言
葉
が
入
り
ま
す
。�

そ
し
て『
人
々
は
い
つ
の
日
こ
の
あ
や
ま
ち
に
気
付
く
で
あ
ろ
う

か
』
と
問
い
か
け
て
結
び
ま
す
。�

　
生
徒
た
ち
は
、こ
の
詩
を
通
し
て
人
を
外
見
や
職
業
・
地
位
や

学
歴
・
家
柄
や
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
な
ど
だ
け
で
判
断
し
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
の
大
切
さ
や
、人
は
よ
り
よ
く
関
わ
り
合
う
こ
と
で

初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
す
。�

　
そ
し
て
、学
習
は
、い
じ
め
や
差
別
の
な
い
「
住
み
よ
い
学
校
づ

く
り
」へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
　
　�

　
や
が
て
、生
徒
た
ち
は
、笑
顔
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
三
豊
市
を

担
う
若
者
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
と
き
、江
口
い
と
さ
ん

の
願
っ
た
社
会
の
実
現
に
、一
歩
近
づ
く
の
で
す
。�

じ
ん
け
ん
探
訪�

人
の
値
う
ち
�

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
�

　
　
　
　
　
　
　
入
選
作
品
展
示
�

小学生高学年の部　辻小5年　黒川知生�

小
学
生
低
学
年
の
部
�

上
高
野
小
3
年
　
石
川
桜
子
�

中
学
生
の
部
�

高
瀬
中
2
年
　
篠
原
　
彩
�

センター�



高齢者用テレビリモコン補助装置を寄贈�香川用水で通水後初の本格的点検�
　水資源機構が、香川用水が供用を始めた1974年以来
初めて吉野川からの取水を止めての施設点検・調査を行
いました。徳島県池田町から三豊市山本町までの約
13.3km区間の、コンクリート表面のひび割れや摩耗な
どの劣化状況等を調べました。�

　上高瀬小学校の樋口夢くん（6年）が、第29回わが町を美
しくポスターコンクール（「小さな親切」香川県本部・読売新
聞社、11月6日）と平成22年度火災予防ポスター（香川県、11
月9日）でそれぞれ最優秀賞となる県知事賞を受賞しました。�

ポスターで知事賞をダブル受賞�
　三豊市戦没者追悼式に戦没者の遺族・来賓など約430
人が参列し、戦没者の霊に菊を献花しました。参列者は、
先の大戦において尊い命を失った方々をしのび、謹んで
追悼の誠をささげ、平和への決意を新たにしていました。�

平和への決意を新たに戦没者追悼式�

　三豊工業高等学校電子科の3年生が開発した『高齢者用テ
レビリモコン補助装置』を身体障害者療護施設のみとよ荘へ
寄贈しました。このリモコンは、手の不自由な人でもボタンとス
ティックを使って自由にテレビのリモコン操作が行えるものです。�

広報� 2011年1月�2011年1月� 広報�

たくまシーマックス�
�

たくまシーマックス�
�

マリン�
ウェーブ�
マリン�
ウェーブ�

詫間支所� 至JR詫
間駅�

の
場
所
へ
駐
車
し
て
く
だ
さ
い�

平
成
23
年
　

三
豊
市
成
人
式
�

日
時
�

1
月
9
日
（
日
）
�

《
受
付
》
午
後
1
時
30
分
〜
�

《
開
式
》
午
後
2
時
〜
�

場
所
�マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
�

場
　
所
�
上
高
瀬
小
学
校
運
動
場
�

（
雨
天
時
：
高
瀬
町
緑
ヶ
丘
総
合
運
動
公
園
総
合
体
育
館
）�

三
豊
市
消
防
団
出
初
式
�

日
　
時
�
1
月
9
日（
日
）午
前
9
時
30
分
〜
正
午
�

三
豊
の
魅
力
さ
が
し
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
�

　
　
　
　
　
　
（
秋
・
冬
の
部
）
作
品
募
集
�

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
�

テ
ー
マ
�
世
界
に
発
信
　
三
豊
の
魅
力
�

・
秋
冬
の
お
す
す
め
美
景
ス
ポ
ッ
ト
�

（
海
・
山
・
田
園
・
日
の
出
・
夕
日
・
島
・
花
な
ど
）�

・
秋
冬
イ
ベ
ン
ト
の
情
景
 
�

・
歴
史
あ
る
名
所
旧
跡
�

賞
　
金
�
最
優
秀
賞
　
1
人
　
3
0,
0
0
0
円
�

優
秀
賞
　
4
人
　
5,
0
0
0
円
�

佳
 
作
 
10
人
　
三
豊
市
商
品
券
1,
0
0
0
円
分
�

締
め
切
り
�
2
月
25
日（
金
）�

　
消
防
団
表
彰
や
消
防
操
法
の
あ
と
、会
場
南
側
の
池
で
消
防

車
と
北
消
防
署
ハ
シ
ゴ
車
に
よ
る
一
斉
放
水
が
あ
り
ま
す
。�

▼
�

問い合わせ　生涯学習課　☎62ー1113

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
0

▼
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
　
☎
73
・
3
0
0
0

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
　

三
豊
市
観
光
協
会
　

☎
56
・
9
1
2
1

※
雨
天
時
は
操
法
・一
斉
放
水
は
あ
り
ま
せ
ん
�

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
り
、宝
く
じ
の
助
成
金

を
受
け
、高
瀬
町
の
爺
神
自
治
会

が
自
治
会
館
を
建
設
し
ま
し
た
。�

※
会
場
に
は
保
護
者
席
は
準

備
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。�

式
典
終
了
後
、町
単
位
で

記
念
撮
影
を
行
い
ま
す
。�

当
日
は
、マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

周
辺
駐
車
場
の
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
車
は
で
き

る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。�

妊
婦
健
康
診
査
に
お
け
る
抗
体
検
査
の
公
費
助
成�

周
り
に
こ
の
よ
う
な
�

　
　
　
高
齢
者
は
い
ま
せ
ん
か
？
�

▼
問
い
合
わ
せ
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
�

　
　
　
　
　
　
　
（
介
護
保
険
課
内
）
☎
73
・
3
0
1
7

手
洗
い
�

消
　
毒
�

　
冬
場
を
中
心
に
感
染
性
胃
腸
炎
の
原
因
と
な
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
は
、感
染
力
が
強
く
潜
伏
期
間
は
24
〜
48
時
間
で
、嘔
吐
や
下

痢
が
主
な
症
状
で
す
。
回
復
後
も
、1
週
間
か
ら
1
カ
月
は
便
か

ら
ウ
イ
ル
ス
が
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、次
の
こ
と
に
気
を
付

け
感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

　
昨
年
は
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
た
か
。
日
ご
ろ
健
康
に

気
を
つ
け
て
い
ま
す
か
。�

　
食
事
に
気
を
付
け
た
り
運
動
し
た
り
す
る
人
は
多
い
の
で

す
が
、が
ん
検
診
を
受
け
て
い
る
人
は
わ
ず
か
20
〜
30
％
で

約
7
割
の
人
は
受
け
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
人
の
2
人
に
1
人

が
か
か
る
『
が
ん
』
。
自
覚
症
状
が
な
い
今
こ
そ
、が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。�

　
早
期
発
見
・
治
療
は
、が
ん
に
よ
る
精
神
的
・
肉
体
的
・
経
済

的
な
苦
し
み
を
確
実
に
減
ら
し
ま
す
。�

　
ヒ
ト
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
ー

1
型
抗
体
検
査
は
、妊
娠
期
間
中

に
実
施
す
る
血
液
検
査
で
す
が
、妊
婦
健
康
診
査
の
実
施
の
一

部
改
正
に
よ
り
、公
費
で
助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。�

　
対
象
者
に
は
、個
人
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、内
容

を
確
認
の
う
え
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
　
☎
73
・
3
0
1
6

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4

▼
問
い
合
わ
せ
　
健
康
課
　
☎
73
・
3
0
1
4

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
�

健
康�

情
報�

な
ど
、い
つ
も
と
様
子
が
違
う
、何
か
困
っ
て
い
る
よ
う
だ

け
ど
、ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い
う

時
に
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

　
ま
た
、毎
月
1
回
各
支
所
な
ど
で
「
高
齢
者
あ
ん
し
ん

相
談
」
を
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

今
月
の
相
談
日
は
26
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。�

加
　
熱
�

　
・
食
品
は
中
心
温
度
85
℃
以
上
で
、
1
分
以
上
加
熱�

乳
幼
児
や
高
齢
者
は
脱
水
症
状
な
ど
で
重
症
化
し
や
す
く
、

嘔
吐
物
が
の
ど
に
つ
ま
り
生
命
の
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。�

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
、
水
分
や
栄
養
補
給
な
ど
の
対

症
療
法
で
、
重
症
化
防
止
・
早
期
回
復
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

23
年
度
が
ん
検
診
を
受
け
て
　

し
ま
し
ょ
う�

・
最
近
元
気
が
な
く
な
っ
て
き
た�

・
外
で
見
か
け
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た�

・
汚
れ
た
ま
ま
の
服
を
着
て
い
た
り
お
風
呂
に
入
っ
て
い�

　
る
様
子
が
な
い�

・
ご
み
出
し
が
出
来
な
く
な
っ
て
き
た�

・
買
い
物
に
行
け
な
く
て
困
っ
て
い
る�

・
介
護
や
病
気
な
ど
に
つ
い
て
相
談
す
る
相
手
が
い
な
い�
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材料（5人分）�

作り方�

さわさわ�

　市民の皆さんが考えた今が旬の三豊産

の野菜や果物などを使った料理のレシピを

紹介しています。�

仁尾町�
生活研究�
グループの�
おすすめ�

（財）三豊市国際交流協会　☎ 56ー5121（火曜休館）　http ://www.m itoyo.org/

問い合わせ　農業振興課　☎73－3040

問い合わせ　学校給食課　☎62－1114

こんにゃく(芋こんにゃく）�

　　　・・・・・・�

ゴボウ・・・・・・�

干しシイタケ・・・�

サツマイモ・・・・�

ニンジン・・・・・�

だし汁（煮干し・こんぶ）�

　　　　・・・・・�

酒　・・・・・・・�

しょうゆ・・・・・�

砂糖　・・・・・・�

しょうが・ねぎ・・・�

�

2枚�

150ｇ�

3枚�

150ｇ�

100ｇ�

�

2カップ�

大さじ2�

大さじ1�

小さじ1�

少々�

友好都市・米国ワウパカ市から高校生が三豊市に来ます！�
エミリーさんを囲んで、一緒に英語で交流しましょう。�

　“ダッカルビ”とは、肉と野
菜とコチュジャンなどを合わ
せて炒めて作る韓国・春川地
方の家庭料理です。韓国出
身のチェさんと一緒にから～
い鶏肉の炒め物“ダッカルビ”
を作ってみよう。�

さつまいもの代わりに、里芋や�
じゃがいもでも、できますよ！�
最近では少なくなりましたが、仁尾
に伝わる料理で、宵法事に必ず振
る舞われる一品です。�

香川県産キウイ４兄弟、給食に登場！�

◎時間／午前10時～午後1時�
◎場所／豊中町保健センター調理室�
◎定員／各クラスとも50人（先着順）�
◎申し込み期間／1月5日（水）～各講座開始日より3日前�

◎準備物／エプロン�
◎材料費／1人500円�
　　　　　（当日払い）�

日　時�1月30日（日）午後3時～4時�

場　所�マリンウェーブ　会議室1

定　員�30人（先着順・要予約）�

～米国ワウパカ市高校生�
　　　　との交流サロン～�

こんにゃくは縦長に切り、さっとゆでる。�
ゴボウはささがきに、ニンジンは千切りし、塩を加えた
熱湯でさっとゆで、水切りしておく。�
水で戻した干しシイタケは細切りにし、甘辛く下味をつける。�
だし汁を火にかけ①・②・③を加え、酒・砂糖・しょうゆで
味付けする。�
サツマイモをすって④に加え、汁が透明になってきたら
火からおろす。�
器に盛ってねぎとしょうがを入れる。�

①�
②�
�
③�
④�
�
⑤�
�
⑥�

　香川県では、1960年代にキウイの栽培が始まりました。

収益性の高い栽培を目指し、1970年代から新品種を作り

始めました。�

　その結果、キウイ4兄弟が誕生しました。1987年に「香緑」

1999年に「香粋」「讃緑」2005年に「さぬきゴールド」です。�

　「さぬきゴールド」の「黄様」と「特選さぬきゴールド」は、

糖度検査など厳しい基準をクリアして、さぬき特選「K．ブラ

ンド産品」に認証されています。�

　11月には、財田町・仁尾町・豊中町・三豊中学校の給食に

「さぬきゴールド」が使用されました。今年は、夏の猛暑で

酸味がうまく取れず、食べ頃にするのが難しかったようです。

三豊中学校では「香粋」も使われました。恐竜の卵ともい

われる一口サイズの小さい

キウイです。12月は、豊中

町で「香緑」を使いました。

その中でもメロンの甘さを

越える糖度がある、ブランド

の「スイート16」が使われ

ました。1月は、財田町で「讃

緑」が使われます。形に特徴があり、先が少しとがった砲弾

形をしています。「さぬきゴールド」や「香粋」のように糖

度は高いのですが、さっぱりとした後味があります。�

　機会がありましたら、ぜひ、香川県産のキウイ4兄弟を食

べ比べてみてください。�

▼
問
い
合
わ
せ
　
政
策
課
　
☎
73
・
3
0
1
0

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会
�
No.16

身
近
な
一
言
か
ら
、毎
日
の
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。�

韓国の家庭料理“ダッカルビ”�

　本場韓国ではお祝いの席
によく登場する“チャプチェ”。
韓国の家庭でも大量に作る
ほど人気の料理です。韓国
の伝統的なお惣菜のひとつ
である春雨を使った“チャプ
チェ”を一緒に作ろう。�

春雨の炒め物“チャプチェ”�

　中国では春節（旧正月）に、
家族そろって水餃子を食べま
す。中国陝西省出身のラン先
生と一緒に、本場中国の水餃
子作りにチャレンジ！�

春節★水餃子�

　中国西北の人は冬になると、
色とりどりの野菜を使った鶏
肉の炒め物“ダーパンジー”
を作ります。ごはんのおかず
にぴったりな中国西北地区の
名物料理“ダーパンジー”を
作ろう。�

中国の家庭料理“ダーパンジー”�

国際理解講座�

H e l l o ! �
ワウパカハイス

クールから来たエミリ
ーです。私は三豊市が大
大大好きです！！たくさ
んの人と友達になり
たいです！�

　
昨
年
開
催
し
た
三
豊
市
男
女
共
同

参
画
講
演
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
川

柳
・
俳
句
・
標
語
等
を
自
由
に
書
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
た
前

向
き
な
も
の
も
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
中
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。�

こうりょく�

よいほうじ�

こうすい�

おうさま�

さんりょく�



広報� 2011年1月�広報�2011年1月�

�����■

募
集
学
科
�

　
生
産
技
術
科
20
人
�

　
電
子
情
報
技
術
科
30
人
�

　
住
居
環
境
科
20
人
�

■

受
験
資
格
�

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
卒
業
見

　
込
み
を
含
む
）
�

■

試
験
科
目
�

　
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
�

■

願
書
受
付
�

　
1
月
17
日
（
月
）
〜
28
日
（
金
）
　

　
（
消
印
有
効
）
�

■

試
験
日
�

　
2
月
3
日
（
木
）
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校
�

　
☎
0
8
7
7
（
2
4
）
6
2
5
5
�

���■

受
験
資
格
�

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
（
卒
業
見

　
込
み
の
者
を
含
む
）
�

■

試
験
科
目
�

　
国
語
総
合
・
現
代
文
、
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、

　
数
学
Ⅰ
、
面
接
�

■

願
書
受
付
�

　
1
月
4
日
（
火
）
〜
18
日
（
火
）
�

■

試
験
日
�

　
1
月
27
日
（
木
）
�

■

合
格
発
表
�

　
2
月
4
日
（
金
）
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
善
通
寺
病
院
附
属
善
通
寺
看
護
学
校
�

　
☎
0
8
7
7
（
6
2
）
3
6
8
8
�

������■

日
　
時
�

　
1
月
26
日
（
水
）
�

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
�

■

場
　
所
�

　
豊
中
町
保
健
セ
ン
タ
ー
�

■

内
　
容
�

■

相
談
内
容
�

　
就
職
支
援
相
談
�

　
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
�

■

対
　
象
�

　
15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
人

　
ま
た
は
そ
の
家
族
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
商
工
観
光
課
�

　
☎
73
・
3
0
4
2
�

���　
「
解
雇
さ
れ
生
活
費
が
乏
し
い
」
「
再

就
職
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
し
た

い
」
「
失
業
し
て
住
居
を
失
っ
た
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
・
就
労
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
�

■

日
　
時
�

　
1
月
19
日
（
水
）
�

　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
�

■

場
　
所
�

　
高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
香
川
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
0
8
0
（
3
9
2
3
）
8
6
0
9
�

　
香
川
県
労
働
政
策
課
�

　
☎
0
8
7
（
8
3
2
）
3
3
6
8
�

※
香
川
県
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
高
松
市
常
磐
町
し
ご
と
プ
ラ
ザ
高

　
松
内
）
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の

　
毎
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
9
時
30�

　
分
か
ら
午
後
6
時
ま
で
、
求
職
中
の

　
人
の
生
活
・
就
労
相
談
に
応
じ
て
い

　
ま
す
。
�

�

��　
日
常
生
活
上
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご

と
、
権
利
侵
害
等
の
ト
ラ
ブ
ル
等
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。
�

■

日
　
時
�

　
1
月
15
日
（
土
）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
�

■

場
　
所
�

　
高
松
会
場
　
高
松
テ
ル
サ
�

 
丸
亀
会
場
　
丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
�

　
　
　
　
　
　
タ
ー
�

■

対
　
象
�

　
高
齢
者
、
障
害
者
、
そ
の
家
族
お
よ

　
び
関
係
者
�

■

相
談
員
�

　
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保

　
健
福
祉
士
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事

　
業
専
門
員
ほ
か
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

　
ポ
ー
ト
か
が
わ
�

　
☎
0
8
7
（
8
2
1
）
5
7
0
1
�

　
せ
い
か
つ
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
0
8
7
（
8
6
1
）
8
8
8
3
�

��【
中
高
年
・
認
知
症
の
相
談
】（
要
予
約
）�

■

日
　
時
�

　
1
月
17
日
（
月
）
�

　
午
前
11
時
〜
正
午
�

【
思
春
期
相
談
】
（
要
予
約
）
�

■

日
　
時
�

　
1
月
17
日
（
月
）
�

　
午
後
2
時
〜
4
時
�

【
心
の
相
談
】
（
要
予
約
）
�

■

日
　
時
�

　
1
月
26
日
（
水
）
�

　
午
後
2
時
〜
4
時
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
�

　
☎
25
・
2
0
5
2
�

��■

日
　
時
�

　
1
月
12
日
（
水
）
�

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
�

■

場
　
所
�

　
三
豊
合
同
庁
舎
�

■

内
　
容
�

　
「
ひ
き
こ
も
り
の
段
階
を
見
極
め
か

　
か
わ
り
を
考
え
よ
う
」
�

　
当
事
者
家
族
同
士
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
�

■

講
　
師
�

　
グ
ル
ー
プ
Wa
代
表
�

　
ぽ
れ
ぽ
れ
農
園
　
松
田
　
勝
 
氏
�

■

対
　
象
�

　
ひ
き
こ
も
り
で
悩
ん
で
い
る
家
族
�

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
�

　
☎
25
・
2
0
5
2
�

����【
腎
臓
病
教
室
】
�

　
テ
ー
マ
　
運
動
療
法
�

■

日
　
時
�

　
1
月
20
日
（
木
）
�

　
午
後
3
時
30
分
〜
5
時
�

　
※
事
前
予
約
が
必
要
�

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
三
豊
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
52
・
2
7
2
6
�

��■

日
　
時
�

　
1
月
22
日
（
土
）
�

　
午
後
2
時
〜
4
時
�

■

場
　
所
�

　
丸
亀
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

■

演
　
題
�

　
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ

　
ン
ド
ロ
ー
ム
�

■

講
　
師
�

　
高
松
平
和
病
院
�

　
副
院
長
　
真
鍋
　
等
　
氏
 
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
R
A
ほ
の
ぼ
の
会
�

　
☎
0
8
7
7
（
2
2
）
2
5
8
2
�

����　
電
話
工
事
の
た
め
、
次
の
期
間
に
電

　
話
が
か
か
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
�

■

仁
尾
庁
舎
�

　
1
月
22
日
（
土
）
〜
23
日
（
日
）
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
管
財
課
�

　
☎
73
・
3
0
0
3

1
月�
の�

お
知
ら
せ
�

登
録
は
こ
ち
ら
▼
�

ひ
き
こ
も
り
「
親
の
集
い
」
�

募
　
集
�

相
　
談
�

講
座
・
教
室
�

精
神
保
健
相
談
�

そ
の
他
�

JAXA宇宙飛行士�

　夢もある、希望もあった。しかし本当は怖かっただろ
うと思う。それでもなぜ彼女は宇宙へと旅立ったのか。�
　それは「思う」ことから始まっているようです。「思う」
こととの出会いが、その人の生き方、人生に大きく影響
するのかもしれません。�
　私たちは、この地球というかけがえのない星に共に生
まれ、この星に生かされています。木も草も、花に群が
る虫たちも、みんな宇宙の子、助け合って身を寄せ合っ
て生きています。彼女の宇宙俳句には、こんな思いが込
められているようです。�
　千載一遇のチャンス。山崎直子さんに会いに来ませんか。
あなたの「思いの実現」につながるかもしれません。�

問い合わせ　バイオマスタウン推進室　☎73－3028▼
�

1月29日（土）午前10時（開場  午前9時30分）�
マリンウェーブ　マーガレットホール�

日 時�

場 所�



広報� 2011年1月�広報�2011年1月�

通行可能区間� 大会コース規制区間�

飯野山▲飯野山▲�

坂出坂出北IC

飯野山▲�

善通寺府中線善通寺府中線�善通寺府中線�

坂出坂出JCTJCT坂出JCT

坂出IC坂出IC

至高松至高松�至高松�
善通寺卍善通寺卍�善通寺卍�

海
岸
寺
卍

海
岸
寺
卍�

海
岸
寺
卍�

海
岸
寺
駅

海
岸
寺
駅�

海
岸
寺
駅�

桃
陵
公
園

桃
陵
公
園�

桃
陵
公
園�

鳥坂IC鳥坂IC

さぬきさぬき�
浜街道浜街道�
さぬき�
浜街道�

多
度
津
駅

多
度
津
駅�

多
度
津
駅�

丸
亀
駅

丸
亀
駅�

丸
亀
駅�

宇
多
津
駅

宇
多
津
駅�

宇
多
津
駅�

善通寺綾歌線善通寺綾歌線�善通寺綾歌線�

丸亀城丸亀城�丸亀城�

坂出北IC

坂
出
駅

坂
出
駅�

坂
出
駅�

善通善通寺IC善通寺IC

善通寺駅善通寺駅�善通寺駅�

金蔵寺駅金蔵寺駅�金蔵寺駅�
高松自

動車道
高松自

動車道
�

高松自
動車道

�

↓�至観音寺市�

文�
仁尾中�

松岡商店岡商店�松岡商店�

21

220

主
要
地
方
道
丸
亀
詫
間
豊
浜
線�

↑
至
詫
間
町�

一般県道大見吉津仁尾線

大西石材工業�

←至　新開橋�

↑
至
　

江
尻�

至
観
音
寺
市
↓�

至　宮の端→�

止まれ�

止 ま れ�

←至　新開橋�

↑
至
　

江
尻�

至
観
音
寺
市
↓�

至　宮の端→�

止
ま
れ�

止
ま
れ�

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・受付順）�

社会福祉協議会へ�

（1111月受付分受付分）�

仁尾町�
財田町�
三野町�
三野町�
高瀬町�

渡邉　　究�
谷川　吉正�
加藤　良子�
　橋　幸一�
豊島　　弘�

三野町�
三野町�
三野町�
財田町�

山本町�
山本町�
三野町�
詫間町�

奥田　忠正�
多田　耕二�
三木　茂　�
西原　　聡�
�

マリンウェーブ　☎56－5111▼
�

※香川県人口移動調査による�

世帯数� 世帯�（＋2）� （－38）�人�男�
総人口� （－64）� （－26）�人� 人�女�

平成平成2222年1212月1日現在日現在�
（　）（　）内は前月比内は前月比�

　今月の数字は「　99　」�
　国勢調査でご記入いただいた調査票
は市、県での集計の後、国での審査段
階を迎えています。（2月ごろ確定予
定）�
　市の集計により、旧町別で17年の結
果と比較したところ、豊中町の人口は
前回比99％と最も減少率が低い結果と
なりました。大型商業施設等の影響が
大きく現れたと考えられます。�

　主要地方道丸亀詫間豊浜線と県道大見吉津仁尾線をつなぐ江尻川沿
い市道の交通量増加に伴い、江尻橋南詰交差点の「止まれ」規制の変
更をします。�
　規制の変更は、平成23年2月1日�
からです。交差点を通行する際は�
十分に注意してください。�

問い合わせ　政策課　☎73－3010▼
�

問い合わせ　総務課　☎73－3000▼
�

1月16日（日）�
午後2時開演�

2月5日（土）�
午後6時30分開演�

一般500円  学生100円�

桂こけ枝（高瀬町出身）�
日向家ひかる（小学校6年生・三野町出身）�

日 時�

料 金�

日 時�

料 金�

出 演�

歌謡会華クラブ�
大辻さくらんぼの会�
下高瀬小学校五年生一同�
松崎茶道クラブ �

○Ｃ Hiroshi Takaoka

4,500円【全席指定】�

�

���■

日
 
時
�

　
2
月
13
日
（
日
）
�

　
午
前
9
時
�

■

場
　
所
�

　
高
瀬
町
総
合
体
育
館
�

■

参
加
資
格
�

　
市
内
に
在
住
・
勤
務
・
通
学
の
人
�

■

試
合
方
法
�

　
・
硬
式
の
部
（
年
齢
制
限
な
し
）
�

　
　
個
人
戦
�

　
・
ラ
ー
ジ
の
部
（
原
則
50
歳
以
上
）

　
　
個
人
戦
・
ダ
ブ
ル
ス
戦
�

■

参
加
料
�

　
1
人
2
0
0
円
（
当
日
受
付
）�

■

申
し
込
み
期
限
�

　
1
月
31
日
（
月
）
�

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
生
涯
学
習
課
�

　
☎
62
・
1
1
1
3
�

��■

日
 
時
�

　
1
月
9
日
（
日
）
�

　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
�

■

場
　
所
�

　
山
本
ふ
れ
あ
い
公
園
�

■

準
備
物
�

　
た
こ
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
小
学
生
未
満
は
保
護
者
同
伴
で
お
願

　
い
し
ま
す
。
�

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
山
本
町
公
民
館
�

　
☎
63
・
1
0
4
1
�

��　
2
0
1
1
年
の
始
ま
り
は
、
塩
江
の

竜
王
山
か
ら
昇
る
荘
厳
な
初
日
の
出
が

拝
め
る
朝
日
山
で
！
�

■

日
 
時
�

　
1
月
1
日
（
元
日
）
〜
2
日
（
日
）
�

■

場
　
所
�

　
朝
日
山
森
林
公
園
�

■

内
　
容
�

　
初
が
ゆ
・
あ
め
湯
の
接
待
�

　
（
元
日
　
午
前
中
）
�

　
高
瀬
子
ど
も
太
鼓
「
童
響
」
初
打
ち

　
（
元
日
　
日
の
出
と
と
も
に
）
�

　
琴
の
演
奏
�

　
（
2
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
）
�

　
お
楽
し
み
福
引
�

　
（
元
日
　
午
前
0
時
〜
�

　
　
　
　
　
先
着
5
0
0
人
）
�

　
焼
き
芋
・
青
果
物
の
販
売
な
ど
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
三
豊
市
観
光
協
会
�

　
☎
56
・
9
1
2
1
�

���　
さ
ぬ
き
浜
街
道
の
一
部
区
間
で
あ
る

「
高
松
坂
出
有
料
道
路
」
は
、
3
月
27

日
（
日
）
か
ら
無
料
と
な
り
ま
す
。
�

　
有
料
道
路
未
使
用
回
数
券
の
払
い
戻

し
を
、
1
月
5
日
（
水
）
か
ら
6
月
30

日
（
木
）
ま
で
行
い
ま
す
。
回
数
券
払

い
戻
し
申
請
書
は
、
有
料
道
路
管
理
事

務
所
、
県
道
路
公
社
、
県
道
路
課
で
入

手
で
き
る
ほ
か
、
道
路
公
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
県
道
路
公
社
�

　
☎
0
8
7
（
8
3
4
）
2
3
2
4
�

�　
�

　
�

■

日
　
時
�

　
2
月
19
日
（
土
）
�

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
�

■

集
合
解
散
場
所
�

　
豊
中
支
所�

■

対
　
象
�

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
障
害
児
・
障
害

　
者
お
よ
び
介
助
者
�

■

定
　
員
�

　
30
人�

■

参
加
料
�

　
大
人
　
3
’
0
0
0
円
�

　
小
学
生
以
下
 
1
’
5
0
0
円
�

■

申
し
込
み
方
法
�

　
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
左
記
ま
で
�

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
か
が
わ
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　
セ
ン
タ
ー
�

　
☎
0
8
7
（
8
6
7
）
7
6
8
6
�

　
F
A
X
0
8
7
（
8
6
7
）
0
4
2
0
�

��　
「
交
通
事
故
・
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
の

被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
被

疑
者
を
起
訴
（
裁
判
に
か
け
る
こ
と
）

を
し
て
く
れ
な
い
。
納
得
で
き
な
い
」

こ
の
よ
う
な
不
満
を
お
持
ち
の
人
は
検

察
審
査
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
費
用

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。�

　
検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有
す
る

国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た

11
人
の
検
察
審
査
員
に
よ
り
、
検
察
官

が
被
疑
者
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ

と
の
よ
し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
丸
亀
検
察
審
査
会
事
務
局�

　
☎
0
8
7
7
（
2
3
）
5
2
8
1
�

����■

日
　
時�

　
2
月
6
日
（
日
）
�

　
午
前
10
時
25
分
〜
午
後
1
時
40
分
�

※
コ
ー
ス
上
は
、
車
両
も
歩
行
者
も
横

　
断
で
き
ま
せ
ん
。
�

■

問
い
合
わ
せ
�

　
香
川
丸
亀
国
際
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大

　
会
組
織
委
員
会
事
務
局
�

　
☎
0
8
7
7
（
2
4
）
6
2
7
4
�

��■

日
　
時
�

　
1
月
23
日
（
日
）
�

　
①
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
�

　
②
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
�

■

場
　
所
�

　
坂
出
市
番
の
洲
公
園
管
理
事
務
所
�

■

定
　
員
�

　
各
組
20
人�

■

申
し
込
み
方
法
�

　
郵
便
ま
た
は
F
A
X
、
E
メ
ー
ル
で

　
（
電
話
は
不
可
）
�

　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話

　
番
号
・
①
②
い
ず
れ
か
の
希
望
と
質

　
問
事
項
を
明
記
の
う
え
申
し
込
ん
で

　
く
だ
さ
い
。
�

■

申
し
込
み
期
限
�

　
1
月
13
日
（
木
）
�

■

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
�

　
坂
出
市
番
の
洲
公
園
5
番
地
�

　
坂
出
緩
衝
緑
地
管
理
事
務
所
�

　
☎
0
8
7
7
（
4
5
）
6
8
2
0
�

　
F
A
X
0
8
7
7
（
4
3
）
5
2
1
3
�

���　
平
成
7
年
1
月
17
日
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
っ
て
、
6
’4
0
0

名
以
上
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
�

　
国
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
お
よ
び
自
主
的
な
防
災
活

動
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
災
害
へ

の
備
え
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
毎
年
1
月
17
日
を
「
防
災

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
、
1
月
15
日

か
ら
21
日
ま
で
の
1
週
間
を
「
防
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
し
て
定
め
ま

し
た
。
�

　
大
切
な
の
は
無
理
を
せ
ず
に
自
分
の

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
で
す
。

こ
の
機
会
に
一
人
ひ
と
り
が
地
域
防
災

に
果
た
す
役
割
と
自
分
自
身
が
取
る
べ

き
行
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
�

☆納期限内に納めましょう。�
☆市税等の納付は便利な口座振替をご利用ください。�

1月31日（月）�

市県民税（第4期分）�
国民健康保険税普通徴収（第7期分）�
介護保険料普通徴収（第7期分）�
後期高齢者医療保険料普通徴収（第7期分）の�
納付月です。�

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼
�

1月は�

国道11号、県道33号線（県立丸亀競技場～坂出市元町）�

ど
　
ん
�
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仁
尾
小
学
校
で
は
、
14
年
前
か
ら
英
語
活
動

や
国
際
理
解
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
の
10
月
に
は
、
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発
表

し
よ
う
と
、
保
護
者
を
招
い
て
『
全
校
わ
く
わ

く
英
語
集
会
』
を
し
ま
し
た
。
�

　
集
会
で
は
、
英
語
歌
「
B
I
N
G
O
」
を
歌

っ
た
り
、
ロ
ケ
ッ
ト
ゲ
ー
ム
や
動
物
ク
イ
ズ
を

し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
仁
尾
町
の
有
名

な
こ
と
」
を
英
語
で
表
現
し
た
り
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
教
師
に
よ
る
英
語
劇
「
シ
ン
デ
レ

ラ
」
を
観
た
り
す
る
な
ど
、
と
て
も
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
�

　
11
月
の
校
長
先
生
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ナ

ー
で
は
「
仁
尾
小
学
校
の
自
慢
を
英
語
で
言
え

る
か
な
！
」
に
全
校
生
が
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
し
て
、
英
語

や
外
国
の
文
化
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
�

� 
大
浜
幼
稚
園
で
は
、
地
域
の
自
然
や
人
と
の

触
れ
合
い
の
場
を
多
く
取
り
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
感
情
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
伝
え
合
い
、
つ

な
が
り
あ
う
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
た
い
と
思
い

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
す
る
小
学

校
と
は
一
年
間
を
通
し
て
季
節
に
あ
っ
た
触
れ

合
い
活
動
を
計
画
し
て
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
�

 
10
月
に
は
、
小
学
2
年
生
の
お
兄
さ
ん
か
ら

「
お
も
ち
ゃ
作
り
を
す
る
の
で
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
」
と
招
待
さ
れ
ま
し
た
。
2
年
生
が
自

分
た
ち
で
園
児
に
教
え
ら
れ
る
お
も
ち
ゃ
の
コ

ー
ナ
ー
を
作
り
、
園
児
を
優
し
く
手
ほ
ど
き
し

て
く
れ
ま
し
た
。
空
気
大
砲
や
飛
び
出
す
ロ
ケ

ッ
ト
、
飛
び
出
す
ミ
イ
ラ
、
ま
わ
る
こ
ま
、
宇

宙
人
の
ク
レ
ー
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
で
お
兄
さ
ん
た
ち
と
の
交
流

を
満
喫
し
ま
し
た
。
�

 
幼
稚
園
の
先
生
も
、
教
え
子
の
成
長
の
変
化

に
驚
き
、
1
年
後
の
未
来
の
園
児
た
ち
の
姿
を

か
い
ま
み
た
よ
う
な
気
分
の
ひ
と
と
き
で
し
た
。�

 
こ
れ
か
ら
も
、
「
つ
な
が
り
」
と
「
ふ
か
ま

り
」
の
あ
る
教
育
を
め
ざ
し
て
交
流
会
を
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

▲ 歌やクイズなどで楽しく英語に挑戦�▲ お兄さんと一緒にクレーンゲーム�

登録商標や企業・技術紹介の相談（要予約）�
商工観光課　☎73－3042

日　程� 時　間� 場　所�

9：30～15：00 豊中町保健センター�11日（火）�

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。�

総務課　☎73－3000または各支所�

日　程� 時　間� 場　所�

13：00～16：00 西讃農業改良普及センター�
12日（水）�
13日（木）�
14日（金）�

対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者（要予約）�
三豊市担い手育成総合支援協議会事務局　☎62－3075

日　程� 時　間� 場　所�

10:00～11:30 ふれあいプラザにお�11日（火）�

ふれあいプラザにお　☎ 82－2607

子育て支援課　☎73－3016

13：30～15：00
日　程� 時　間� ※場　所�

豊中�25日（火）� 福祉課　☎73－3015

10：00～11：30�
13：00～15：00

日　程� 場　所�時　間�

詫間福祉センター�
高瀬町農村環境改善センター�

 7日（金）�
24日（月）�

健康課　☎73－3014

三野町社会福祉センター�
豊中町保健センター�
高瀬町農村環境改善センター�
詫間福祉センター�
山本庁舎�
仁尾庁舎�
財田庁舎�

日　程� 時　間� 場　所�

13:00～15:00�
10:00～15:00�
10:00～15:00�
13:00～16:00�
13:00～15:00�
10:00～15:00�
13:15～16:00

4日（火）�
5日（水）�

11日（火）�
�

17日（月）�
�

詫間福祉センター�
山本町保健センター�
豊中町保健センター�
三野町保健センター�
仁尾町福祉会館�
財田町国保高齢者保健福祉支援センター�
高瀬町公民館�

日　程� 時　間� 場　所�

 9:30～11:00

6日（木）�
12日（水）�
14日（金）�
17日（月）�
18日（火）�
20日（木）�
26日（水）�

財田町国保高齢者保健福祉支援センター�
三豊市役所�
三野町保健センター�
仁尾庁舎�
豊中庁舎�
山本町保健センター�
詫間福祉センター�

日　程� 時　間� 場　所�

10：00～11：00

11日（火）�
13日（木）�
14日（金）�
17日（月）�
19日（水）�
20日（木）�
26日（水）�

地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談�

日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�

小林歯科医院�

まきの歯科医院�

森川歯科医院�

いその歯科クリニック�

9日（日）�

16日（日）�

23日（日）�

30日（日）�

詫間町�

観音寺市�

山本町�

観音寺市�

�

83－6333�

23－2848�

63－2968�

57－1550

福祉課　☎73－3015

10:00～11:30

日　程� 時　間� 場　所�
6日（木）�
13日（木）�
18日（火）�
20日(木）�

高瀬町公民館（さくらの会）�
三野町太陽の家（みつばちの会）�
詫間福祉センター（みつより会）�
山本町老人ふれあいプラザ（わかたけの会）�

13:30～15:30�
10:00～11:30

◎県の専門員が相談に応じます。�
◎希望者は事前に電話でお申し込みください。�

子育て支援課　☎73－3016

豊中�

三野�

豊中�

三野�

三野�

豊中�

11日（火）�

18日（火）�

6日（木）�

13日（木）�

20日（木）�

27日（木）�

13:30～13:50

※場所�日　程� 受付時間�対　象�

4・10カ月児健診�
（平成22年9月生まれ）�
（平成22年3月生まれ）�

3歳児健診��
（平成19年6月生まれ）�

1歳6カ月児健診�
（平成21年6月生まれ）�

※乳幼児健診は子どもの成長・発達を知る節目の時期に実施しています。  �
　 ぜひこの機会に受けましょう。  

豊中�
センター�

24日（月）�

※場所�日　程� 時　間�対　象�

子育て支援課　☎73－3016

双子・三つ子を妊娠、�
育児中の人（希望者は1週間�
前までに電話でお申し込みください）�

13:30～15:30

豊中� 26日（水）�10:15～10:30

※場所�日　程� 受付時間�対　象�

１歳未満児を持つ家族�
（希望者は1週間前までに電話で�
お申し込みください）※託児あり�

子育て支援課　☎73－3016

※場所　豊中（豊中町保健センター）　三野（三野町保健センター）�
　　　　豊中センター（豊中地域子育て支援センター）�

日　程� 時　間� ※場　所�

13:30～15:00
三野（高瀬・三野・詫間対象）�
豊中（山本・豊中・仁尾・財田対象）�

25日（火）�
26日（水）�

健康課　☎73－3014

※特定健康診査結果でHbA１ｃ値が5.5以上の人�
　昭和21年4月1日から昭和45年3月31日生まれまでの国保加入者�

人権課　☎73－3008または各支所�
日　程� 時　間� 場　所�

10:00～15:00

豊中町保健センター�
高瀬町農村環境改善センター�
詫間福祉センター�
仁尾庁舎�
三野町社会福祉センター�

5日（水）�
11日（火）�
12日（水）�
20日（木）�
24日（月）�

農業委員会　☎73－3046
日　程� 時　間� 場　所�

三野庁舎�
豊中庁舎�
高瀬町農村環境改善センター�
山本庁舎�

6日（木）�
7日（金）�
11日（火）�
12日（水）�

13:30～16:00

日　程� 医療機関名� 電話番号�市町名�

細川病院�

たしろ医院�

瀬尾医院�

大西病院�

岩崎病院�

富士クリニック�

永野内科医院�

久保外科整形外科医院�

小野医院�

小山医院�

石井医院�

クニタクリニック�

永康病院�

渡部ハートクリニック内科�

西香川病院�

辻整形外科医院�

1日（土）�

�

2日（日）�

�

3日（月）�

�

 9日（日）�

�

10日（月）�

�

16日（日）�

�

23日（日）�

�

30日（日）�

�

詫間町�

観音寺市�

仁尾町�

観音寺市�

詫間町�

観音寺市�

高瀬町�

観音寺市�

詫間町�

観音寺市�

高瀬町�

観音寺市�

詫間町�

観音寺市�

高瀬町�

観音寺市�

�

83－2211�

25－8413�

82－2295�

25－3291�

83－6011�

25－3692�

74－6018�

25－5515�

83－8181�

25－2354�

73－6100�

25－1577�

83－3001�

23－2022�

72－5121�

57－1100
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　表紙のみごとな竹細工は詫間町の浦川守さんの作品。浦川さん

が竹細工づくりを始めたのは約4年前。友人から頂いたイノシシの

竹細工を見て興味を覚え『まんのう竹細工』の会に入って作り方を

学びました。現在は、ボランティアで、地元の小学校や公民館など

で子どもを対象に竹細工の指導をしています。浦川さんは「何で

も買ったら手に入る時代。子どもたちに、作って完成したときの喜

びや感動を感じてもらいたい」との思いで、方々をまわっています。

これからも、ものを作る喜びを、どんどん広げていってください。�

　市指定史跡『手石場の窯跡』は、三豊市と善通

寺市との境にそびえる火上山に所在する「須恵器」

を焼いた窯跡です。須恵器とは朝鮮半島から5

世紀初頭に伝わってきた焼き物で、斜面をくりぬ

くなどして作った窯の中で焼きます。窯の中は

1000度以上になるため、とても硬く、保水性に

優れた焼き物ができます。それまでは、800度程

度の「野焼き」という簡易的な方法で焼いてい

たため、窯の登場は大きな技術的進歩でした。�

　平成21年度に教育委員会が発掘調査を行い

ましたが、窯跡は残念なことに破壊されており、

窯の上端にあたる「煙出し」部分がわずかに残

る程度でした。この発掘では「灰原」が見つかり

ました。灰原とは失敗品を捨てたゴミ捨て場で

すが、当時の様子を知りたい現代人にとっては多

くの出土品を得ることができる宝の山です。そ

の灰原から100点以上の須恵器のかけらが出土

し、それによって窯跡の時期が7世紀末であるこ

とがわかりました。�

　手石場の窯跡が所在する火上山には須恵器

を焼いた窯跡が9カ所もあります。当時の香川県

ではこれほど窯が密集している場所はありませ

んので、火上山周辺は一大生産工場であったと

いえます。ほぼ同時期には、藤原宮に瓦を供給し

ていた「宗吉瓦窯」があります。瓦も窯を構築し

て焼くので、須恵器を焼く工人が宗吉瓦窯の操

業に関与したと考えられます。宗吉瓦窯には、そ

の操業のはじまりなどまだまだ多くの謎がありま

すが、それらを解決するひとつの鍵が火上山に

はまだ眠っているものと思われます。�

＜生涯学習課＞�

ほうぼう�

▲灰原検出写真(黒い部分) ▲出土した杯蓋と杯身�
つきぶた�はいばら� つきみ�

はいばら�

す え き �ひあげやま�


